
奈良県と西日本電信電話株式会社との連携協定締結式

奈良県



ICTを活用し、豊かで活力ある奈良県をめざす

＜目的＞

奈良県と西日本電信電話株式会社（以下、NTT西日本）が、緊密な相互協力と連携のもと、双方の資源を
有効に活用した協働により、奈良県内における観光・産業振興、その他行政課題の解決をはじめ、地域の活性
化及び県民サービス向上に関して取り組みを推進し、豊かで活力ある奈良県をめざすことを目的とする。

連携協定の概要

＜連携協力事項＞

１）観光振興に関すること
２）産業振興に関すること
３）事業共創と人材育成に関すること
４）その他、行政課題の解決をはじめ、地域の活性化及び県民サービス向上に関すること
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※１:世の中をもっと良くしたい、と考える企業・スタートアップ・学生・自治体などが、立場にとらわれず交流するオープンイノベーション施設
※２:国際的なWi-Fi 相互接続基盤のことで、ユーザーは、パスワードを一度設定するだけで、世界中のオープンローミング対応のWi-Fiスポットに高い安全性を確保しながら、自動接続することができる仕組み

 訪日外国人旅行者が増加傾向の中、旅行者のさらなる
利便性・満足度向上をめざし、OpenRoaming※２対応
の公衆無線LAN環境の県内普及に向けて協働する

～観光振興に関すること～

連携協定に基づく取り組みのイメージ

 奈良県はNTT西日本と連携し、奈良県観光が抱える課題の
解決、つまり周遊・滞在型観光を促進するため、県内旅行者
の人流・消費等の観光データの収集・見える化、データの分
析・活用、及びデータ活用人材の育成に向けて協働する

 奈良県はNTT西日本が運営するオープンイノベーション施設
（QUINTBRIDGE※１）の共創パートナーとして、県内観光
事業者が県内外事業者等との共創をめざすイベントを共同開
催する等、新たな観光事業創出に向けて協働する
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 県内中小企業のDXをはじめとする経営課題の解決
をめざし、奈良県が主催する県内事業者向けの勉
強会等において、NTT西日本より講師の派遣、デジ
タルツールの導入事例の紹介等、地域課題に寄り
添ったDX推進に向けて協働する

 未来を担う若者が集住し、企業・研究機関と交流し学ぶYoung 
Innovation Residence（以下、YIR※)プロジェクトについてプロジェク
ト構想段階から参画し、企業・学生が交流するイベントを
QUINTBRIDGEと共同開催する等プロジェクトの実現に向けて協働する

～産業振興に関すること～ ～事業共創と人材育成に関すること～

YIR内観・機能イメージ

連携協定に基づく取り組みのイメージ
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※ :奈良県が三宅町において整備を進める全く新しいタイプの学生寮。世代や背景を越えた交流や先鋭的な企業・
スタートアップからの刺激等を日常的に経験することで、若者が社会人・起業家として社会に羽ばたく力を養うこと
をめざす。

～居住 エ リ ア ～
高校生、大学生等が
共同生活する住い

～ イ ノ ベ ー シ ョ ン エ リ ア ～
スタートアップが立地し、
若手起業家と学生が

日常的に交流

～学び ・ 交流 エ リ ア ～
企業や地域住民と学生が、

学びのプログラムや、
交流イベントを開催

YIR外観イメージ


